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は
じ
め
に

二
〇
一
七
（
平
成
二
九
）
年
四
月
、
イ
ギ
リ
ス
・
ロ
ン
ド
ン
に
お
い
て
、
第
一

四
回
外
交
文
書
編
纂
者
国
際
会
議
（14

th International Conference of 

Editors of D
iplom

atic D
ocum

ents　

以
下
、ICED
D

）
が
開
催
さ
れ
た
。

同
会
議
は
、
一
九
八
九
年
に
ロ
ン
ド

ン
に
お
い
て
第
一
回
会
議
が
開
催
さ

れ
て
以
来
、
外
交
文
書
集
の
編
纂
に

関
す
る
各
国
機
関
の
現
状
や
取
り
組

み
に
つ
い
て
情
報
を
交
換
し
、
共
通

の
課
題
に
つ
い
て
議
論
す
る
場
と
し

て
隔
年
で
開
か
れ
、
日
本
は
第
三
回

会
議
（
於
オ
タ
ワ
）
以
降
毎
回
参
加

し
て
い
る）

1
（

。

今
回
参
加
し
た
の
は
、
主
催
国
で

あ
る
イ
ギ
リ
ス
を
は
じ
め
、
ア
メ
リ

カ
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ロ
シ
ア
、
イ
タ
リ
ア
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど

二
五
ヵ
国）

2
（

の
代
表
六
三
名
で
、
セ
ン
ト
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
宮
殿
の
傍
ら
に
あ
る
ラ
ン

カ
ス
タ
ー
・
ハ
ウ
ス
（
写
真
参
照
。
一
八
二
五
年
に
ヨ
ー
ク
公
爵
の
命
で
建
設
さ

れ
た
新
古
典
主
義
の
大
邸
宅
。年
に
一
度
の
イ
ベ
ン
ト
を
除
き
一
般
に
は
非
公
開
。

イ
ギ
リ
ス
の
時
代
劇
『
ダ
ウ
ン
ト
ン
・
ア
ビ
ー
』
の
ロ
ケ
地
と
な
っ
た
）
が
会
場

と
な
っ
た
。

会
議
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
以
下
の
と
お
り
。

主
催
者
挨
拶
・
各
国
の
進
捗
状
況
報
告

【
セ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅰ
】　 

外
交
文
書
集
編
纂
に
お
け
る
「
編
年
方
式
」
Ｖ
Ｓ
「
特
集

方
式
」

【
セ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅱ
】　

利
用
者
に
目
を
向
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）
外
交
文
書
の
刊
行
は
誰
が
た
め
に
？

　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
と
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト

【
セ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅲ
】　

外
交
文
書
集
の
刊
行
に
対
す
る
外
部
か
ら
の
視
点

【
セ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅳ
】　

電
子
版
外
交
文
書
集
の
基
準
及
び
最
適
な
運
用
に
つ
い
て

活
動
報
告第

一
四
回
外
交
文
書
編
纂
者
国
際
会
議
（
於
ロ
ン
ド
ン
）
参
加
報
告

ランカスター・ハウス
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【
セ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅴ
】　

オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
／
挑
戦
と
好
機

【
セ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅵ
】　

国
史
の
編
纂
事
業
に
つ
い
て

一　

各
国
の
編
纂
事
業
に
つ
い
て

本
会
議
参
加
に
あ
た
っ
て
、
各
国
代
表
は
そ
れ
ぞ
れ
自
国
の
外
交
文
書
編
纂
事

業
に
関
し
、
事
業
概
要
、
前
回
会
議
以
降
の
事
業
の
進
捗
振
り
、
編
纂
を
行
う
上

で
の
新
た
な
取
り
組
み
や
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
事
前
に
情
報
の
提
供
を
行
い
、

参
加
国
間
で
共
有
し
会
議
で
の
議
論
に
備
え
た
。
ま
た
、
会
議
の
冒
頭
で
は
、
議

長
か
ら
指
名
さ
れ
た
一
一
ヵ
国
（
日
本
を
含
む
）
の
代
表
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業

の
沿
革
及
び
進
捗
状
況
に
つ
き
報
告
を
行
っ
た
。

本
項
で
は
、
右
報
告
に
基
づ
き
、
各
国
に
お
け
る
外
交
文
書
編
纂
事
業
の
概
要

を
一
部
紹
介
す
る
。（
刊
行
実
績
は
二
〇
一
七
年
四
月
現
在
。）

（
一
）
ア
メ
リ
カ　

【
外
交
文
書
集
】Foreign R
elations of the U

nited States (FR
U
S)

ア
メ
リ
カ
の
外
交
文
書
集FR

U
S

編
纂
の
歴
史
は
、
南
北
戦
争
が
開
戦
し
た

一
八
六
一
年
に
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ス
ワ
ー
ド
国
務
長
官
が
当
時
の
外
交
活
動
に
関

す
る
外
交
文
書
を
議
会
に
提
出
し
た
の
が
起
源
で
あ
る
。
終
戦
後
も
、
外
交
文
書

集
の
刊
行
は
国
務
省
の
重
要
な
業
務
の
一
つ
と
し
て
継
続
さ
れ
、
一
九
二
五
年
に

は
フ
ラ
ン
ク
・
ケ
ロ
ッ
グ
国
務
長
官
に
よ
っ
て
編
纂
基
準
が
規
定
さ
れ
た
。
こ
の

基
準
は
、
一
九
九
一
年
に
議
会
の
承
認
を
得
て
法
律
と
し
て
定
め
ら
れ
（Section 

198 of PU
BLIC LA

W
 102-138

）、
記
録
作
成
か
ら
三
〇
年
経
っ
た
外
交
案
件

に
つ
い
て
文
書
集
を
刊
行
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

FR
U
S

は
歴
代
の
大
統
領
の
任
期
ご
と
に
シ
リ
ー
ズ
化
さ
れ
、
現
在
、
ニ
ク
ソ
ン
・

フ
ォ
ー
ド
政
権
シ
リ
ー
ズ
（
六
五
巻
）
の
刊
行
を
ほ
ぼ
終
了
し
、
カ
ー
タ
ー
政
権

シ
リ
ー
ズ
（
三
三
巻
）
の
刊
行
も
順
次
進
め
ら
れ
て
い
る
。
四
九
巻
の
刊
行
を
予

定
し
て
い
る
レ
ー
ガ
ン
政
権
シ
リ
ー
ズ
に
つ
い
て
は
一
部
刊
行
を
開
始
、
ジ
ョ
ー

ジ
・
Ｈ
・
Ｗ
・
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
シ
リ
ー
ズ
の
編
纂
に
も
着
手
し
た
。
国
務
省
歴

史
部
で
は
、
毎
年
八
〜
一
〇
巻
分
のFR

U
S

を
刊
行
し
て
お
り
、
現
在
、
各
担

当
が
計
七
二
巻
分
の
編
纂
作
業
を
並
行
的
に
進
め
て
い
る
。

FR
U
S

の
編
纂
に
あ
た
っ
て
は
、「
編
年
方
式
」
と
「
特
集
方
式
」（
二
、（
一
）

参
照
）
を
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
し
た
独
自
の
方
式
を
採
用
、
各
シ
リ
ー
ズ
の
編
纂
作
業

開
始
に
先
立
っ
て
、
政
権
期
の
主
な
外
交
活
動
を
網
羅
す
る
構
成
を
検
討
・
決
定

し
て
い
る
。
大
統
領
の
任
期
が
一
期
の
場
合
は
三
〇
巻
、
二
期
の
場
合
は
四
八
巻

を
基
本
枠
組
み
と
し
て
設
定
し
、
採
録
文
書
の
調
査
、
編
集
、
審
査
等
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
、
長
期
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
既
刊FR

U
S

の
電
子
テ
キ
ス
ト

化
も
進
め
ら
れ
、
年
間
八
〇
冊
程
度
を
公
開
し
て
い
る
。
現
在
は
戦
間
期
の
電
子

版
公
開
を
行
っ
て
お
り
、
二
〇
一
八
年
末
に
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
完
了
の
予
定
で

あ
る
。

【
プ
ロ
ジ
ェ
ク
トU

RL

】

　
　

https://history.state.gov/historicaldocum
ents

（
二
）
イ
ギ
リ
ス
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【
外
交
文
書
集
】D

ocum
ents on British Policy O

verseas (D
BPO

)
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
外
交
文
書
集
刊
行
の
歴
史
は
一
九
二
〇
年
代
に
遡
る
。

一
九
二
六
年
か
ら
三
八
年
に
か
け
て
刊
行
さ
れ
た
最
初
の
シ
リ
ー
ズ British 

D
ocum

ents on the O
rigins of the W

ar, 1898-1914 

（
全
一
一
巻
）
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
英
国
の
外
交
政
策
及
び
協
商
国
の
外
交
に
焦
点
を
当
て
た

も
の
で
、
続
く
一
九
四
四
年
に
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
イ
ー
デ
ン
外
務
大
臣
が
刊
行
を
発

表
し
た
第
二
シ
リ
ー
ズD

ocum
ents on British Foreign Policy, 1919-39 

(D
BFP)

（
全
六
四
巻
）
で
は
、
戦
間
期
に
お
け
る
最
も
重
要
な
英
国
の
外
交
文

書
が
一
九
四
六
年
か
ら
八
六
年
に
か
け
て
編
纂
・
刊
行
さ
れ
た
。

一
九
七
三
年
、
ア
レ
ッ
ク
・
ダ
グ
ラ
ス
・
ヒ
ュ
ー
ム
外
務
大
臣
が
戦
後
期
の
外

交
文
書
集D

ocum
ents on British Policy O

verseas (D
BPO

)

の
刊
行
を
発

表
、
一
九
四
五
年
か
ら
五
〇
年
の
文
書
を
対
象
と
す
る
シ
リ
ー
ズ
Ⅰ
、
一
九
五
〇

年
か
ら
六
〇
年
の
文
書
を
対
象
と
す
る
シ
リ
ー
ズ
Ⅱ
の
刊
行
が
進
め
ら
れ
た
。
一

九
九
五
年
に
は
、
作
成
か
ら
三
〇
年
未
満
の
未
公
開
史
料
もD

BPO

の
採
録
の

対
象
に
す
る
と
の
発
表
が
行
わ
れ
、
シ
リ
ー
ズ
Ⅲ
に
は
一
九
六
〇
年
以
降
の
文
書

も
含
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

一
九
八
四
年
か
ら
現
在
ま
で
、D

BPO

の
刊
行
は
続
け
ら
れ
、
特
集
形
式
に

よ
る
編
纂
方
式
を
採
用
し
、
直
近
の
二
年
間
で
は
、
シ
リ
ー
ズ
Ⅰ
の
一
一
冊
目

と
し
てE

uropean R
ecovery and the Search for W

estern Security, 

1946-1948 (2016)

を
刊
行
、
シ
リ
ー
ズ
Ⅲ
の
九
冊
目
、十
冊
目
と
し
てT

he 

C
hallenge of A

partheid: U
K
-South A

frica R
elations, 1985-1986 

(2016), T
he Polish Crisis and R

elations w
ith E

astern E
urope, 1979-

1982 (2017)

を
刊
行
し
た
。

【
プ
ロ
ジ
ェ
ク
トU

RL

】

https://w
w
w
.gov.uk/governm

ent/publications/fco-historians-online-

publications

（
三
）
ド
イ
ツ）

3
（

【
外
交
文
書
集
】A

kten zur A
usw
ärtigen Politik der Bundesrepublik 

D
eutschland (A

A
P
D
) (D
ocum

ents on the Foreign P
olicy of the 

Federal R
epublic of G

erm
any)

A
A
PD

で
は
、
ド
イ
ツ
外
務
省
政
治
史
料
館
が
所
蔵
す
る
史
料
の
中
か
ら
、
撰

文
し
注
釈
を
ほ
ど
こ
し
た
文
書
を
採
録
し
て
い
る
。
学
究
的
な
独
立
性
を
保
つ
た

め
、
外
務
省
は
こ
の
事
業
を
現
代
史
研
究
所
に
委
託
し
て
、
外
務
省
に
席
を
置
く

歴
史
の
専
門
家
チ
ー
ム
を
配
置
、
こ
の
編
纂
チ
ー
ム
は
九
名
の
専
門
家
に
よ
っ
て

構
成
さ
れ
て
い
る
。
外
務
省
と
現
代
史
研
究
所
間
の
契
約
に
よ
り
、
作
成
か
ら

三
〇
年
の
保
存
期
間
満
了
に
合
わ
せ
て
、
当
該
期
の
重
要
文
書
を
刊
行
す
る
こ
と

が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
平
均
し
て
年
に
二
冊
、
計
三
五
〇
〜
四
〇
〇
文
書
を
編
纂
・

刊
行
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
、
一
九
四
九
〜
一
九
五
三
年
、
一
九
六
二
〜
一
九

八
六
年
を
対
象
と
し
た
巻
を
刊
行
済
み
で
あ
る
。

A
A
PD

は
、
一
九
九
〇
年
に
編
纂
が
開
始
さ
れ
、
一
九
六
三
年
に
作
成
さ
れ
た

重
要
文
書
を
一
九
九
四
年
に
一
冊
目
と
し
て
刊
行
し
た
。
過
去
二
年
間
に
お
い
て
は
、

一
九
八
五
、一
九
八
六
年
の
巻
を
刊
行
、
現
在
は
一
九
八
七
、
一
九
八
八
、

一
九
八
九
年
の
巻
を
編
纂
中
で
あ
る
。
並
行
し
て
、
一
九
六
一
年
の
巻
（
三
巻
）
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の
作
業
も
進
め
て
お
り
、
二
〇
一
八
年
に
刊
行
を
予
定
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
一

九
五
四
年
か
ら
一
九
六
一
年
の
間
の
欠
落
を
埋
め
る
た
め
の
一
歩
と
さ
れ
て
い

る
。な

お
、
二
〇
一
五
年
九
月
に
刊
行
し
た
一
九
八
九
／
九
〇
年
の
ド
イ
ツ
統
合
過

程
に
関
す
る
特
集
巻D

ie E
inheit. D

as A
usw
ärtige A

m
t, das D

D
R
-

A
uß
enm

inisterium
 und der Zw

ei-plus-V
ier P

rozess (U
nity T

he 

Federal Foreign O
ffi  ce, the G

D
R
 M
inistry of Foreign A

ff airs and the 

T
w
o-Plus-Four N

egotiations)
は
、A

A
PD

と
は
異
な
り
、
ド
イ
ツ
民
主
共

和
国
（
東
ド
イ
ツ
）
外
務
省
作
成
の
文
書
や
、
回
想
録
か
ら
の
抜
粋
・
写
真
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
等
を
含
む
。
こ
れ
ら
の
文
書
の
多
く
は
抜
粋
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
か
ら
全
文
に
ア
ク
セ
ス
可
能
で
あ
り
、
同
サ
イ
ト
に
は
印
刷
版
に
は
採

録
さ
れ
な
か
っ
た
関
連
文
書
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

【
プ
ロ
ジ
ェ
ク
トU

RL

】

http://w
w
w
.ifz-m

uenchen.de/aktuelles/them
en/akten-zur-

ausw
aertigen-politik/

（
四
）
フ
ラ
ン
ス

【
外
交
文
書
集
】D
ocum

ents D
iplom

atiques Français (D
D
F)

最
初
のD

D
F

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
一
八
七
一
年
か
ら
一
九
一
四
年
の
時
期
を
対

象
と
し
た
も
の
で
、
一
九
二
七
年
に
刊
行
さ
れ
た
。
次
シ
リ
ー
ズ
は
一
九
六
一
年

に
開
始
さ
れ
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
起
源
に
関
す
る
文
書
の
刊
行
が
そ
の
目
的
と

さ
れ
た
。
現
在
刊
行
中
のD

D
F

シ
リ
ー
ズ
は
一
九
八
三
年
に
法
令
に
基
づ
き
開

始
さ
れ
た
事
業
で
、一
九
五
四
年（
第
一
次
イ
ン
ド
シ
ナ
戦
争
終
結
の
た
め
の
ジ
ュ

ネ
ー
ブ
休
戦
協
定
が
締
結
さ
れ
た
）
以
降
に
作
成
さ
れ
た
文
書
で
構
成
さ
れ
て
い

る
。
一
九
九
四
年
に
は
、
一
九
五
四
年
以
前
に
作
成
さ
れ
た
文
書
（
一
九
一
四
年

〜
）
に
も
対
象
時
期
が
広
げ
ら
れ
た
。

現
在
、
①
一
九
一
八
〜
一
九
二
〇
年
、
②
一
九
二
〇
〜
一
九
三
二
年
、
③
一
九

三
九
〜
一
九
四
四
年
、
④
一
九
四
四
〜
一
九
五
四
年
、
⑤
一
九
五
四
年
以
降
と
、

五
つ
の
シ
リ
ー
ズ
の
編
纂
・
刊
行
が
編
年
方
式
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。

【
プ
ロ
ジ
ェ
ク
トU

RL

】

https://w
w
w
.diplom

atie.gouv.fr/fr/archives-diplom
atiques/action-

scientifique-et-culturelle-des-archives-diplom
atiques/docum

ents-

diplom
atiques-francais/

（
五
）
イ
タ
リ
ア

【
外
交
文
書
集
】D

ocum
enti D

iplom
atici Italiani (D

D
I) / D

ocum
enti 

sulla politica internazionale dell

’Italia

イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
外
交
文
書
集
の
刊
行
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
一
九
四

六
年
九
月
、
法
令
に
基
づ
き
、
ア
ル
チ
ー
デ
・
デ
・
ガ
ス
ペ
リ
外
相
に
よ
っ
て
始

め
ら
れ
た
。
イ
タ
リ
ア
外
交
文
書
編
纂
・
刊
行
委
員
会（Com

m
issione per il 

riordinam
ento e la pubblicazione dei docum

enti diplom
atici italiani

）

が
設
置
さ
れ
、
一
八
六
一
年
の
イ
タ
リ
ア
統
一
か
ら
一
九
五
八
年
ま
で
の
時
期
を

対
象
と
し
て
、
一
二
の
シ
リ
ー
ズ
（
①
一
八
六
一
〜
一
八
七
〇
年
、
②
一
八
七
〇

〜
一
八
九
六
年
、
③
一
八
九
六
〜
一
九
〇
七
年
、
④
一
九
〇
八
〜
一
九
一
四
年
、
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⑤
一
九
一
四
〜
一
九
一
八
年
、
⑥
一
九
一
八
〜
一
九
二
二
年
、
⑦
一
九
二
二
〜
一

九
三
五
年
、
⑧
一
九
三
五
〜
一
九
三
九
年
、
⑨
一
九
三
九
〜
一
九
四
三
年
、
⑩
一

九
四
三
〜
一
九
四
八
年
、
⑪
一
九
四
八
〜
一
九
五
三
年
、
⑫
一
九
五
三
〜
一
九
五

八
年
）
の
編
纂
が
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
的
・
並
行
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

現
在
ま
で
に
、
①
、
②
、
⑤
、
⑦
、
⑧
、
⑨
、
⑩
の
編
纂
・
刊
行
が
完
了
し
て
い

る
。二

〇
一
二
年
七
月
、
イ
タ
リ
ア
外
交
文
書
編
纂
・
刊
行
委
員
会
が
廃
止
さ
れ
、

外
交
文
書
の
編
纂
事
業
は
新
た
な
委
員
会
（Segreteria Generale ‒ U
nità di 

A
nalisi, Program

m
azione e D

ocum
entazione

）
の
も
と
、
大
学
教
授
の
助

力
を
得
な
が
ら
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
新
委
員
会
は
、
従
来
か
ら
の
編
年
方

式
に
よ
る
シ
リ
ー
ズD

ocum
enti D

iplom
atici Italiani

に
加
え
て
、
新
た
に

特
集
形
式
に
よ
る
シ
リ
ー
ズD

ocum
enti sulla politica internazionale dell

’

Italia

の
刊
行
を
開
始
し
た
。

現
在
、
未
完
の
編
年
方
式
に
よ
る
シ
リ
ー
ズ
の
刊
行
（
二
〇
一
五
年
に
⑪
一
九

四
八
〜
一
九
五
三
年
シ
リ
ー
ズ
の
六
冊
目
（
一
九
五
一
年
七
月
二
六
日
〜
一
九
五

二
年
六
月
三
〇
日
）
を
刊
行
）
が
続
け
ら
れ
る
と
共
に
、
新
た
な
特
集
形
式
に
よ

る
シ
リ
ー
ズ
の
編
纂
に
も
着
手
、
二
〇
一
七
年
に
はSeries A

 ‒ E
uropa 

occidentale e U
nione europea

の
第
一
冊
目Il 

‘rilancio dell, E
uropa: 

dalla conferenza di M
essina ai trattati di R

om
a (1955-1957)

を
刊
行

し
た
。

【
プ
ロ
ジ
ェ
ク
トU

RL

】

http://w
w
w
.farnesina.ipzs.it/hom

e/

二　

第
一
四
回
会
議
に
お
け
る
議
論
の
特
徴

本
会
議
に
お
い
て
議
論
の
中
心
と
な
っ
た
の
は
、
作
成
さ
れ
る
外
交
文
書
の
量

が
大
幅
に
増
加
し
、
そ
の
内
容
が
多
様
化
し
て
い
く
中
で
、
外
交
文
書
集
に
採
録

す
べ
き
「
重
要
な
文
書
」
と
は
何
か
と
い
う
問
題
で
あ
り
、
利
用
者
の
利
便
性
や

関
心
を
ど
の
よ
う
に
高
め
つ
つ
、
編
集
方
針
に
反
映
さ
せ
て
い
く
の
か
、
そ
の
た

め
に
導
入
す
べ
き
新
た
な
技
術
と
は
何
か
等
、
様
々
な
観
点
か
ら
の
各
国
の
取
り

組
み
が
示
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
議
論
の
中
か
ら
、
そ
の
一
部
を
紹
介
す
る
。

（
一
）「
編
年
方
式
」
Ｖ
Ｓ
「
特
集
方
式
」

外
交
文
書
集
の
編
纂
方
式
に
は
、
大
別
す
る
と
一
年
ご
と
に
そ
の
年
の
重
要
な

案
件
に
関
連
す
る
文
書
を
纏
め
た
「
編
年
方
式
」
と
、
特
定
の
テ
ー
マ
に
関
す
る

文
書
を
纏
め
た
「
特
集
方
式
」
と
が
あ
る
。
本
会
議
で
は
、
イ
タ
リ
ア
、
ド
イ
ツ

代
表
な
ど
が
自
国
が
採
用
し
て
い
る
編
纂
方
式
に
つ
い
て
報
告
を
行
い
、
各
方
式

の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
が
議
論
さ
れ
た）

4
（

。

イ
タ
リ
ア
で
は
、
一
九
四
六
年
の
事
業
開
始
以
来
「
編
年
方
式
」
を
続
け
て
き

た
が
、
二
〇
一
五
年
の
新
委
員
会
設
置
を
契
機
と
し
て
、
新
た
に
「
特
集
方
式
」

に
よ
る
編
纂
に
着
手
し
た
。
イ
タ
リ
ア
代
表
は
、
特
集
方
式
に
よ
る
編
纂
に
つ
い

て
、
①
編
年
方
式
に
比
べ
て
刊
行
冊
数
を
抑
え
ら
れ
る
た
め
、
よ
り
少
な
い
予
算

で
事
業
の
運
営
が
可
能
、
②
外
交
史
の
専
門
家
で
は
な
い
一
般
の
ユ
ー
ザ
ー
に

と
っ
て
使
い
や
す
く
関
心
を
集
め
や
す
い
、
③
重
要
な
案
件
に
関
す
る
文
書
が
他
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の
文
書
に
紛
れ
て
し
ま
い
、
文
書
数
も
不
十
分
に
な
り
が
ち
な
編
年
方
式
と
は
異

な
り
、
重
要
な
案
件
に
つ
い
て
厚
く
採
録
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
等
、
そ
の
長

所
を
指
摘
、
外
交
文
書
の
「
量
の
変
化
」（
執
務
で
作
成
す
る
文
書
量
の
増
大
）

及
び
「
質
の
変
化
」（
外
交
主
体
が
多
様
化
）
に
対
応
す
る
に
は
「
特
集
方
式
」
が

適
当
で
あ
る
と
述
べ
た
。

他
方
、
ド
イ
ツ
で
は
、
一
九
九
四
年
以
降
、
作
成
か
ら
三
〇
年
を
経
た
外
交
文

書
が
公
開
さ
れ
る
の
に
合
わ
せ
て
、
当
該
年
の
外
交
文
書
集
を
刊
行
す
る
と
い
う

シ
ス
テ
ム
が
確
立
さ
れ
て
い
る
。
同
国
が
採
用
し
て
い
る
編
年
方
式
に
よ
る
編
纂

の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
①
複
数
の
案
件
に
ま
た
が
る
文
書
や
、
特
定
の
テ
ー
マ
に

は
収
ま
ら
な
い
文
書
、
近
年
そ
の
重
要
性
を
増
し
つ
つ
あ
る
文
化
・
経
済
外
交
に

関
す
る
文
書
も
採
録
対
象
と
な
り
、
②
同
時
期
に
起
き
た
様
々
な
案
件
に
関
す
る

文
書
を
併
せ
て
採
録
す
る
こ
と
で
、

各
文
書
を
よ
り
広
い
文
脈
の
中
で
捉

え
、
国
際
枠
組
み
内
で
の
国
家
関
係

の
変
化
を
年
単
位
で
追
う
こ
と
が
可

能
と
な
り
、
③
継
続
性
が
よ
り
強
調

さ
れ
る
こ
と
か
ら
事
業
と
し
て
政
治

的
圧
力
等
に
よ
り
中
断
さ
れ
に
く
い

と
い
っ
た
点
を
挙
げ
、
他
方
、
特
集

方
式
で
は
「
空
白
の
期
間
」
が
生
じ

て
し
ま
う
こ
と
が
最
大
の
問
題
で
あ

る
と
指
摘
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
イ

タ
リ
ア
代
表
か
ら
は
、「
編
年
方
式
の
メ
リ
ッ
ト
も
重
々
理
解
は
し
て
い
る
が
、
同

方
式
は
ド
イ
ツ
の
よ
う
に
人
的
体
制
が
十
分
整
っ
た
国
に
適
し
た
編
纂
方
式
で
あ

り
、
人
的
・
予
算
的
余
裕
が
な
い
我
々
に
は
難
し
い
」
と
の
発
言
も
あ
っ
た
。

（
二
）
利
用
者
の
関
心
対
象
を
探
る
・
利
便
性
の
向
上
を
図
る

外
交
文
書
集
の
利
用
者
の
関
心
対
象
が
多
様
化
し
、
政
治
的
な
も
の
か
ら
よ
り

文
化
的
な
も
の
へ
と
広
が
り
を
見
せ
る
中
で
、
利
用
者
の
利
便
性
や
関
心
を
把
握

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
で
はGoogle A

nalytics

を
導
入
、
オ

ン
ラ
イ
ン
で
公
開
し
て
い
る
外
交
文
書
集
の
利
用
状
況
を
労
せ
ず
し
て
追
跡
す
る

こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
と
し
て
、
そ
の
分
析
結
果
を
本
会
議
で
報
告
し
た
。
ウ
ェ

ブ
に
掲
載
さ
れ
た
外
交
文
書
集
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
分
析
し
、
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス

す
る
ユ
ー
ザ
ー
の
数
、
参
照
元
、
ユ
ー
ザ
ー
が
閲
覧
し
て
い
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
把
握
、
利
用
者
の
関
心
が
も
っ
と
も
高
い
文
書
の
特
定
な
ど
も

行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
ス
イ
ス
で
は
、
文
書
集
の
編
纂
を
含
む
歴
史
研
究
に
有
益
な
各
種
情
報

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
連
結
さ
せ
たhistH

ub

）
5
（

の
構
築
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
特
に
、

各
国
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
公
開
し
て
い
る
外
交
文
書
に
関
わ
る
各
種
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

の
横
断
検
索
を
目
的
と
し
たM

etagrid

（
リ
ン
ク
の
構
築
・
管
理
・
分
析
を
行

う
デ
ー
タ
サ
ー
ビ
ス
）
を
積
極
的
に
推
進
、
ア
メ
リ
カ
や
オ
ラ
ン
ダ
な
ど
は
既
に

参
加
し
て
い
る
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
多
く
の
国
が
外
交
文
書
集
の
電
子
化
を
進
め
て
い
る
中
で
、TEI

（T
ext 

E
ncoding Initiative

）
）
6
（

やSN
A
C

（Social N
etw
orks and A

rchival 

会議場の様子
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Context

））
7
（

等
の
新
し
い
技
術
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
紹
介
も
あ
っ
た
。

お
わ
り
に

本
会
議
の
議
論
を
通
じ
て
、
年
々
作
成
さ
れ
る
外
交
文
書
の
量
が
増
大
し
、
そ

の
内
容
も
多
様
化
し
て
い
る
中
で
、
外
交
文
書
集
に
採
録
す
べ
き
「
重
要
」
な
文

書
と
は
何
か
、
そ
の
模
索
が
各
国
の
取
り
組
み
の
根
底
に
感
じ
ら
れ
た
。
利
用
者

の
関
心
が
高
い
テ
ー
マ
に
関
す
る
文
書
を
集
中
的
に
編
纂
・
刊
行
す
る
「
特
集
方

式
」
の
採
用
や
、Google A

nalytics
やProQ

uest

（
イ
ギ
リ
ス
が
導
入
）
な

ど
民
間
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
の
導
入
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
利
用
者
情
報
の
収

集
・
分
析
と
い
っ
た
試
み
は
、
外
交
文
書
集
編
纂
に
利
用
者
目
線
を
取
り
入
れ
る

た
め
の
一
手
段
と
し
て
、
広
が
り
を
見
せ
つ
つ
あ
る
。

ま
た
、
外
交
文
書
集
の
電
子
化
に
つ
い
て
は
、
我
が
国
を
含
め
、
各
国
で
進
め

ら
れ
て
き
た
が
、
本
会
議
で
は
、
こ
れ
ま
で
作
成
さ
れ
て
き
た
画
像
デ
ー
タ
を
さ

ら
に
Ｏ
Ｃ
Ｒ
（
光
学
的
文
字
認
識
）
処
理
す
る
こ
と
で
、
他
国
の
デ
ー
タ
と
連
結

さ
せ
、
横
断
的
に
検
索
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
い
っ
た
プ
ラ
ン
が
提
案
さ
れ

た
。
今
後
は
、
こ
う
し
た
「
情
報
の
連
結
・
共
有
」
の
動
き
も
さ
ら
に
加
速
す
る

も
の
と
思
わ
れ
る
。

注（
１
）
第
一
回
会
議
（
一
九
八
九
年
）
於
ロ
ン
ド
ン
、第
二
回
会
議
（
一
九
九
二
年
）
於
ハ
ー

グ
、第
三
回
会
議
（
一
九
九
四
年
）
於
オ
タ
ワ
、第
四
回
会
議
（
一
九
九
六
年
）
於
ロ
ー

マ
、
第
五
回
会
議
（
一
九
九
八
年
）
於
ボ
ン
、
第
六
回
会
議
（
二
〇
〇
一
年
）
於
ワ

シ
ン
ト
ン
、第
七
回
会
議
（
二
〇
〇
三
年
）
於
キ
ャ
ン
ベ
ラ
、第
八
回
会
議
（
二
〇
〇
五

年
）於
パ
リ
、第
九
回
会
議（
二
〇
〇
七
年
）於
ダ
ブ
リ
ン
、第
一
〇
回
会
議（
二
〇
〇
九

年
）
於
ハ
ー
グ
、
第
一
一
回
会
議
（
二
〇
一
一
年
）
於
エ
ル
サ
レ
ム
、
第
一
二
回
会

議
（
二
〇
一
三
年
）
於
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
、
第
一
三
回
会
議
（
二
〇
一
五
年
）
於
ワ
シ
ン

ト
ン
、
第
一
四
回
会
議
（
二
〇
一
七
年
）
於
ロ
ン
ド
ン
。
な
お
、
二
〇
一
九
年
に
は

ベ
ル
リ
ン
に
お
い
て
第
一
五
回
会
議
を
開
催
の
予
定
。

（
２
）
今
回
参
加
し
た
の
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
カ
ナ
ダ
、

中
国
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
ギ
リ
シ
ャ
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
、
イ
タ
リ
ア
、
日
本
、
ラ
ト
ビ
ア
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ポ
ー

ラ
ン
ド
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
ロ
シ
ア
、
ス
ロ
ベ
ニ
ア
、
ス
イ
ス
、
ト
ル
コ
、

ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
の
代
表
。

（
３
）
ド
イ
ツ
に
お
け
る
外
交
文
書
集
編
纂
の
歴
史
は
一
九
一
九
年
に
カ
ー
ル
・
カ
ウ
ツ
キ
ー

外
務
次
官
の
主
導
に
よ
り
第
一
次
世
界
大
戦
勃
発
に
関
す
る
外
交
文
書
を
編
纂
・
刊

行
し
た
こ
と
に
遡
る
が
、
詳
細
に
つ
い
て
は
『
外
交
史
料
館
報
』
第
三
一
号
掲
載
記

事
「
諸
外
国
に
お
け
る
外
交
史
料
館
の
紹
介
―
ド
イ
ツ
外
務
省
政
治
史
料
館
の
概
要

―
」
を
参
照
あ
り
た
い
。

（
４
）
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
一
九
三
六
年
の
『
日
本
外
交
文
書
』
第
一
巻
刊
行
以
来
、
原

則
と
し
て
編
年
方
式
を
採
用
し
て
き
た
が
、
学
界
等
に
お
い
て
高
ま
り
を
見
せ
て
い

た
刊
行
促
進
の
声
に
応
え
る
べ
く
、
一
九
七
七
年
よ
り
特
集
方
式
に
よ
る
編
纂
・
刊

行
を
開
始
、
現
在
は
両
方
式
に
よ
る
編
纂
を
並
行
的
に
行
っ
て
い
る
。

（
５
）histH

ub
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http://histhub.ch/
（
６
）T

EI　

　
　
　
　

http://w
w
w
.tei-c.org/index.xm

l

　
　
　
　

学
術
研
究
に
お
け
る
電
子
文
書
交
換
標
準
化
の
た
め
の
非
営
利
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
及

び
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
開
発
し
た
人
文
及
び
社
会
科
学
分
野
の
機
械
可
読
文
書
を

コ
ー
ド
化
す
る
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
指
す
。
文
書
の
内
容
の
構
造
か
ら
個
別
の

箇
所
の
解
釈
や
異
読
、
そ
の
他
様
々
な
付
帯
情
報
を
マ
ー
ク
ア
ッ
プ
に
よ
っ
て
記
述

（X
M
L

を
使
用
）
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
開
発
さ
れ
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
あ
り
、

学
術
利
用
に
耐
え
う
る
だ
け
の
構
築
性
の
高
い
デ
ジ
タ
ル
化
テ
キ
ス
ト
作
成
の
た
め

の
規
格
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
欧
米
の
大
学
、
研
究
機
関
等
の
関
心
を
集
め
て
い
る
。

（
７
）SN

A
C　

　
　
　
　

http://snaccooperative.org/

　
　
　
　

全
米
人
文
科
学
基
金
の
サ
ポ
ー
ト
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
各
国
の
公
文
書
館
・

大
学
・
研
究
機
関
等
が
所
蔵
す
る
公
文
書
・
私
文
書
の
作
成
者
及
び
文
書
内
に
記
載

さ
れ
た
人
物
に
関
す
る
情
報
を
集
約
し
、
個
人
・
家
族
・
所
属
組
織
を
含
め
た
相
関

図
を
作
成
、
集
約
さ
れ
た
情
報
か
ら
、
世
界
中
に
分
散
し
た
関
連
史
料
の
簡
易
検
索

を
可
能
と
し
、
史
料
の
中
の
人
物
を
こ
れ
ま
で
に
な
い
よ
り
多
角
的
か
つ
広
い
文
脈

の
中
で
捉
え
る
こ
と
を
そ
の
目
的
と
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、SN

A
C

の
サ
イ
ト

で
人
物
検
索
を
す
る
と
、
そ
の
人
物
が
作
成
も
し
く
は
登
場
す
る
史
料
や
そ
の
関
係

者
、
関
連
画
像
へ
の
リ
ン
ク
お
よ
び
そ
の
相
関
図
が
示
さ
れ
る
。

（
文
責　

熱
田
）


